
『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

募　

集

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員

養
成
講
習
Ｉ
を
開
催
し
ま
す

定
例
救
急
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

登
別
市
次
世
代
育
成
支
援
推
進

協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
訓
練

開
発
校
入
校
生
の
追
加
募
集
を

し
ま
す

　

日
ご
ろ
『
ま
ち
づ
く
り
』
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
市
長
と
直
接
会

っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時　

１
月
31
日
㈭　

9
時
30
分
〜
17

時
▼ 

場
所　

市
長
応
接
室
、
鷲
別
公
民
館
、

婦
人
セ
ン
タ
ー
、
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

※
１
人
（
組
）
30
分
程
度
。

※ 

個
人
的
な
問
題
や
苦
情
・
要
望
な
ど
は

お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

申
し
込
み　

１
月
11
日
㈮
ま
で
に
政
策

推
進
Ｇ
（
☎
85
6
5
8
6
）

▼
月
日
・
場
所

•
１
月
14
日
㈪　

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

• 

１
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰　

市
民
活
動
セ

ン
タ
ー

▼ 

対
象　

18
歳
以
上
の
救
急
法
基
礎
講
習

修
了
者
で
、
㈶
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の

技
能
判
定
テ
ス
ト
2
級
相
当
の
技
術
を

有
す
る
方

▼ 

内
容　

雪
上
で
の
事
故
防
止
、
応
急
手

当
、
冬
山
の
気
象

▼ 

日
時　

１
月
19
日
㈯　

9
時
30
分
〜
12

時
30
分

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

▼ 

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た

心
肺
蘇
生
法
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

▼
定
員　

10
人
（
申
込
順
）

▼ 

申
し
込
み　

１
月
10
日
㈭
ま
で
に
消
防

署
か
各
支
署
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
警
備
Ｇ

 
（
☎
85
2
5
5
1
）

※ 

全
日
程
を
終
了
し
た
方
に
は
『
受
講
証
』

ま
た
は
『
認
定
証
』
を
交
付
し
ま
す
。

▼
定
員　

5
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

１
千
500
円

▼ 

申
し
込
み　

１
月
9
日
㈬
ま
で
に
日
本

赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
社
会

福
祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1
1
）

▼ 

申
込
方
法　

子
育
て
グ
ル
ー
プ
や
各
支

所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
１
月
21
日
㈪
ま
で
に

子
育
て
グ
ル
ー
プ
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
〒
059

－

8
7
0
1　

中
央

町
6
丁
目
11
・
Ｅ
メ
ー
ルchild@

city.
noboribetsu.lg.jp

）

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
Ｇ

 

（
☎
85
5
6
3
4
）

12
日
㈫
、
14
日
㈭

▼
募
集
家
庭　

6
家
庭
程
度

※ 

中
学
生
は
１
家
庭
2
人
、
引
率
者
は
１

家
庭
１
人
の
引
き
受
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

申
し
込
み　

１
月
17
日
㈭
ま
で
に
政
策

推
進
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

▼ 

対
象　

市
内
居
住
で
子
育
て
支
援
に
関

心
の
あ
る
方

▼ 

内
容　

次
世
代
育
成
支
援
の
提
案
や
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
な
ど

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
定
員　

3
人

▼
任
期　

2
月
〜
平
成
26
年
3
月

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考

※
面
接
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

登
別
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
サ
イ
パ
ン
市
か
ら
、
親
善
交
流
の

た
め
中
学
生
と
引
率
者
が
訪
れ
ま
す
。

▼ 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間　

2
月
11
日
㈪
、

▼
対
象　

求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る
方

▼
訓
練
期
間　

１
年
ま
た
は
2
年
間

▼
出
願
期
限　

１
月
20
日
㈰

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校

 

（
☎
0
1
2
5
52
2
7
7
4
）

遊漁に伴う事故の防止について
　冬に釣りを行うときには、次のことに注意しましょ
う。
◆安全に楽しむために
•目的地、帰宅時間をあらかじめ家族や知人に伝える
•単独行動はできるだけ避ける
•目的地の気象情報を事前に確認する
•釣り場では、左右や後ろの人に十分注意する
• 釣り場では、海草などで滑りやすくなっているので、
十分注意する

•船釣り、磯釣りのときは、救命胴衣を常時着用する
• 命綱や呼び子笛、懐中電灯、非常食、救急薬を携行
する

• 車やテントの中で暖を取るときは、一酸化炭素中毒
とならないよう、換気を十分行う

• 凍った湖や沼などでワカサギ釣りなどをするときは、
氷の薄い場所に近寄らない

◆自然を守るために
• ゴミは必ず持ち帰る（捨て
　針、捨て糸による野鳥の被
　害が増加しています）
◆資源の保護のために
•小さな魚は放流する
◆トラブルを防ぐために
• 無秩序な駐車、ごみの不法投棄などで地元の人や漁
業者に迷惑をかけないようにする

◎問い合わせ　農林水産グループ（☎85２３２１）

広報のぼりべつ2013年1月号 14
くらしのガイド　　　
市や国、道からのお知らせ


